
円
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部
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①
 

世 帯 数 	13,925 

（昭和51年11月 1日現在）住民基本台張から 

男 25,190人

女 26,933人 

市 の 人 口 

52,123人 

ょかわら 
!
,
 、 

広朋 、．‘ 

③ 

記 II 剖 

市では、このほど新農業センターで収穫したジャガ芋と長芋あわせて400Kgを栄町の山崎い

よさん（79）ら寝たきりのおとしより61人に贈りました。 
ジャガ芋を贈る 

統
‘
4
ん
ーそ

＆
 

発 行 所 

五所川原市役所 

389 号 

昭和51年12月1日 

印刷 日刊民友新聞社 

十

一
月
二
十
 

ー
 二
日

（月
）
晴
 

ー
 
登
庁
と
と
も

に
小
田
桐
福
祉
 

1
 事
務
所
長
を
呼

び
、
新
農
業
セ

ン
タ

ー
生
産
の

新
鮮
な
馬
鈴
薯
 

三
〇
C
K
g
、
長
い
も

一
〇
〇
 

K
g
を
六
十
一
世
帯
の
寝
た
き

り
老
人
世
帯
を
初
め
と
し
て
、
 

老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に
配
布

す
る
よ
う
指
示
。
 

つ
い
で
市
長
室
で
情
報
、
財

政
用
度
両
課
長
と
十
二
月
定
例

会
の
日
程
、
案
件
そ
の
他
に
つ

い
て
打
合
せ
を
し
て
い
た
ら
、
 

本
年
度
市
文
化
褒
賞
受
賞
者
福

士
行
男
さ
ん
か
ら
転
任
の
ご
あ

い
さ
つ
を
受
け
る
。
 ま
っ
た
く

予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
こ
と
だ

け
に
、
新
庄
市
に
お
ら
れ
る

一

人
娘
と
孫
さ
ん
達
に
ひ
か
れ

て

老
夫
婦
と
も
ど
も
四
十
数
年
住

み
な
れ
た
五
所
川
原
市
を
離
れ

る
こ
と
に
意
を
決
し
、
体
も
不

自
由
な
の
で
皆
さ
ん
に
代
わ
り

市
役
所
に
御
礼
の
拶
挨
に
来
た

と
言
う
話
に
び
っ
く
り
し
た
。
 

今
を
去
る
三
十
四
年
前
（
昭

和
十
七
年
）
五
所
川
原
町
で
昭

和
に
入
っ
て
か
ら
始
め
て
保
育

園
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
五
所

川
原
教
会
）
を
開
設
し
た
と
い

う
同
氏
の
胸
に
褒
賞
略
章
が
静

か
に
光
っ
て
い
た
。
 

十
時
臨
時
課
長
会
議
開
催
、
 
 

本
年
度
の
各
課
の
事
業
実
施
に

つ
い
て
は
順
調
に
進
ん
で
い
る

が
、
た
だ
老
人
と
子
供
の
家
に

つ
い
て
は
、
県
温
泉
審
議
会
の

決
定
待
ち
と
い
う
こ
と
で
保
留

明
年
度
事
業
と
な
っ
た
が
、
こ

れ
ら
懸
案
の
事
業
も
含
め
て
五

十
二
年
度
政
策
予
算
の
概
要
を

月
末
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
指

示
。
終
っ
て
都
市
公
園
等
緊
急

整
備
法
に
基
づ
く
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
を
初
め
十
カ
所
の
公
園

の
告
示
に
つ
い
て
、
商
工
観
光

課
三
上
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
所

長
、
前
田
係
長
、
都
市
計
画
課

江
黒
係
長
等
の
説
明
を
受
け
、
 

今
後
の
施
策
を
協
議
の
上
署
名

決
済
す
る
。
都
市
公
園
の
整
備

等
に

つ
い
て
は
、
重
点
事
業
と

し
て
予
算
の
配
分
に
努
め
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
五
十

一
年
度
緑
化
関
係
予
算
は
、
 

一
、
緑
の
自
然
関
係
 

二
、
二

一
八
万
円
。
公
園
総

合
整
備
計
画
費
、
国
体
関
係
美

化
費
、
稲
藁
対
策
費
、
農
業
セ

ン
タ
ー
整
備
費
 

二
、
？緑

の
学
園
関
係
 

三
二
六
万
円
。
学
校
緑
化
関

係
、
新
入
生
苗
木
配
付
等
 

三
、
緑
の
都
市
関
係
 

一
九
、
九
〇
八
万
円
。
運
動

公
園
、
墓
地
公
園
、
下
水
道
事

業
等
総
額
で
二
二
、
四
五
三
万

円
と
な
り
、
前
年
度
を

一
、
〇

三
七
万
円
上
回
る
こ
と
に
な
っ

た
。
 



② 
（第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和51年（1976年）12月 1日（389号） 

歳入総額 

歳出総額 

実質収支額 

	

入総額 	5,436,467 

	

出総額 	5,418,476 

	

質収支額 	17,991 

昭和50年度 

ー般会計決算 
（単位千円） 

4,985 	0.1 

21, 332 4.0 

56,315 	1.0 

歳 出 

1、議 会 費 

0 7j,858 

◇ 1.3% 

4、衛 生 費 
0 339,594 

K> 	6.3% 

10、教 育 費 
0 784,246 

K> 14.5% 

L,一・一,LL,LL' 

歳 入 

（単位千円） 

款 	収入済額篇喫昭 

市 	税 978,440 18.0 

地方譲与税 	31,172 

自動車取得税 40,797 
交付金 

地方交付税 1,550,544 

交通安全対策 	4,985 
特別交付金 

分担金及び 2巧，332 
負 担 金 

使用料及び 56,3巧
手 数 料 

国庫支出金 1,139,112 

出金 427,720 

収入 	147,534 

F 

I 地方自治法第麗3条 3葡還議篇蕗 
l 五所川原市「財政状況」 の公表に関する 
I 条例第 2条により、昭和51年 9月30日現 
l 在における財政状況を公表します。 

昭和51年11月25日 	 ‘ 
と 

郵， 

ト 	 コ＝；に It I 古ョ＝ B 141 s_ 	 」 

,，」 

12、公 債 費 11、災害復旧費 

0 292,685 	 0 45,459 
K> 

13、諸支 出金 

0 45,649 

K> 	0.8% 

〇 支 出 済 額 

◇ 決算額の構成比 

31,172 

40,797 

0.6 

0.7 

28.5 

支
 
産
 

県
 
財
 寄
 
繰
 
諸
 
市
 

附
 
越
 
収
 
計
 

入
 
金
 
金
 
入
 債
 

0
 
町
 
酌
 
抑
 
相

節
 
柳
 
翻
 
郡
 

20.9 

7.9 

2.7 

3 一 8 

7.9 

3.9 

100.0 

I、 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

・

ー
 

n‘
 
コ
u
 
4
,
 

9、消 防 費 
0 266,617 

K> 	4.9% 

8. I二 木 費 
0 815,069 

C> 15.1% 

7、商 
0 
K> 

工 費 

105,059 

L9% 
’一一 

の家計簿 
の財政状況から 

の皆さんに公表しています。 
らましについてお知らせするものであり、皆さんから負 
知っていただき、市政に対するご理解とご協力をお願い 

3、民 生 費 	2.総 務 費 
01,345,867 	 0798,770 

K> 24.8% 	 K> 14.8% 

6、農林水産業費 
0498,495 

c) 	9.23'o 

5、労 働 費 
0 9,108 

◇ 0,2% 



③ 
（第3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和51年（1976年）12月I日（389号） 

予 算 額 収入率 35.勤
支出率 37.即石 

~ 34.9% 

収入済額 
（収入率） 

国民健康保険事業勘定
1,

(

ll1,80
.  6% 

長者森平和公園造成事業 

市立高等看護学院（ 9
I3,12

.  8% 

支出済額 
（支出率） 

6 1,145,304 

) 	(99.0%) 
0 	0 

6 	23,126 
) 	(97.8%) 

稲急語騒職セ姦葬鉛響難礎蕊 

t7yQ)蓄I、たお金が、どのように使われているかを 

（昭和50年度）特別会計決算 
（単位千円） 

国民健康保険事業勘定 

52.9% 
支出率I 

商工費他 

消防費 

公債 費 

49.2% 

52.5% 

ーー， 

-. 

1 

歳 出 

支出済額 

27億5,665万1千円 

支出率 42.2% 

歳 入 

収入済額 

25億9,834万2千円 

収入率 39.8% 

48.8/［ョ嬰欝響 

20.1% 口財産収入 

39.  2%  ［」iII 
び 

I I 	 0 

衛生費 県支出金 49!I% ~ 

~ ~ 27.7% 

	~ ~ 41.1% 

1615 14 13 12 11 10 9 8 7 0 5 4 3 2 1 0 
億円 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 910111213141516 
億円 

（昭和51年度）ー般会計現債額 
(51年 9月30日現在） 

」一一一一 	 消 防 債 1,560万 0.動 

民 生 債 297万 0.幼 

昭和51年度 特別会計予算の執行状況 
（昭和51年 9月30日現相 

13億3,535万 3千円 

長者森平年口公園造成事業口 

市立高等看護学院ロ 

災害復旧債 
3,897万 2.2% 

衛 生 債 
5,739万 3.2% 
農林水産業債 

	I  

収入率 0% 
支出率 30.4% 

収入率 3.6% 
支出率 43.7% 

（昭和51年度）ー般会計歳入歳出 

予算執行状況（昭和51年 9月30日現在〕 

歳入歳出予算額 65億3,069万円 

9.2% 

市 債 農林水産 
業費 

―~ 

予算額 

6,400万円 

予算額 
2,610万6 千円 

	I 諸 収 入 土木 費

市 税 総務費

国庫支出金 教育費

地方交付税 民生 費 

~ l0 . 6. I 545％  ~ 

72.9% 

w 	 

所川原市 
上半期（51年度） 
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 広報ごしょがわら 	 昭和51年（1976年）12月 1日（389号） （第3種郵便物認可） 

「
 
田
掠
誕
賜
 

,ふ 

喚
三
一三
」
F
一
三
三一
三三
三
三三
〒一
三
三三
「：
三
三一
三7
三
三三
子
‘
一
三一
三
了三
三三
〒三
三三
三
了三
一三
三
F
三
三三
三而
 

6
 

し
か
し
、
今
後
と
も
当
分
 
』
 

一
水」
ぎ
『
難
難
難
一
 

『
 

水
量
の
増
加
が
必
須
で
あ
り
 
画
 

m
 
去
日
の
市
褒
賞
の
席
上
に
 

ま
す
の
で
、
新
た
に
相
当
量
 
一
 

（
 
お
い
て
、
市
長
が
、
将
来
の
 

の
水
道
水
源
が
必
要
と
な
っ
 
一
 

一
設
毅
競
式
鍵
水

鍵
髪

が
譲
器
 

個
 
都
市
で
の
水
不
足
は
深
刻
 

k
 

た
が
、
当
市
の
新
し
い
水
 
ゆ

画
 
を
極
め
ま
し
た
。
当
市
で
 

L
 
道
水
源
は
、

こ
れ
に
依
存
 
叫

岬
 
も
学
校
プ
ー
ル
の
給
水
制
 
ロ
 

す
る
措
置
を
と
っ
て
い
ま
 
叫
 

”
 
限
の
事
態
が
生
じ
て
い
ま
 
血
友
 

す
。
 

画

画
 
す
c
 

三
 
こ

の
ダ
ム
は
、
多
目
的
 
叫

岬
 

水
道
の
清
浄

で
豊
富
な
 

I
 

ダ
ム
で
完
成
の
暁
に
は
、
 
叫

同
 
水
の
供
給
は
、
今
日
で
は
 

I
 

東
北
地
方
有
数
の
も
の
と
 
画
 

画
 
健康
で
文
化
的
な
生
活
の
 

な
る
見
込
み
が
も
た
れ
て
 
〉
 

州
 
さ
さ
え
で
あ
り
、
か
つ
社
 

お
り
、
市
民
の
将
来
に
わ
 
『
 

＼
 

当
市
水
道
事
業
に
お
け
る
 

道
水
源
の
心
配
は
解
消
さ
れ
 
“
 

画
 
現
有施
設
の
配
水
能
力
は
、
 

つ
、
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
 
》
 

”
 
一
日
当
り
一
万
二
千
立
方
H
 

き
ま
す
o
 

画

向
 
こ
れ
に
対
し

一
万
立
方
1
1の
 

（水
 
道
課
）
 
岬
 

画
 
配水
で
足
り
る
状
況
に
あ
り
 

如
 

）
 
ま
す
の
で
、
多
少
の
余
力
を
 

画
 

『
 
有
し
て
い
ま
す
。
 

州

山
二
『
？
‘
「

ニ
」？
『
‘i
・
」
・L・
？・
‘・
」
『・F
lー
…
」i」
」
・
ー
：
『i
・
三」
」F
ニ『
し
三・
』・
か
 

叫
 
市
民
生
活
用
水
の
確
保
に
関
 

て
き
ま
す
。
 

回
 
甘
B
些
た
月
オ

α
留
背

r
艮
 

て
き
ま
す
 

叩
 

画
 
連
し
で
、
水
道
水
源
に

つ
い
 

水
源
の
確
保
に

つ
い
て
は
 
》
 

て
言
及
し
ま
し
た
の
で
、
今
 

制
約
要
因
が
多
く
、
た
と
え
 
向

回
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
 

水
に
囲
ま
れ
て
も
大
 

画
 

画
 
述
べ
ま
す
。
 

変
と
い
わ
れ
て
い
る
世
情
 
」
 

昭
和
四
十
八
年
の
夏
は
 
ー
ー
 
の
な
か

で
、
地
権
者
の
理
 
向

異
常
渇
水
に
み
ま
わ
れ
、
 
源
 

解
と
関
係
者
の
多
大
の
努
 
画
 

《
 
崎
、
高
松
、
松
江
等
の
各
 
道
 

に
つ
く
段
階
に
至
り
ま
し
 
画
 

剛
 ム
ム
舌
動
の
原
泉
杓
な
没
馴
 

n」る
主
舌
月
水

D
雇
呆
上
 
小
 

』
 
を
も

つ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
 
緒

般
の
事
頃
を
進
め
つ

・
あ
 
岬

画
 す
が
、
こ
れ
が
水
不
足
等
は
 

り
ま
す
o
従
っ
て
、
当
市
に
 
】
 

》
 
大
変
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

お
い
て
、
 将
来
に
わ
た
る
水
 
画
 

?

!

'
?

l
 

松
川
さ
ん
に
 

籍

報
 

父
子
二
代
、

種

モ
ミ
を
改

良
 

て
県
農
 

業
試
験
 

場
の
委
 

共
同
募
金
会
五
所
川
原
支
会
 

（佐
々
木
栄
造
支
会
長
）
で
は

五
十

一
年
度
の
「
地
域
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
」
を
千
「
一月
一

日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
行

な
い
ま
す
。
 

こ
の
運
動
も
、
こ
れ
ま
で
の

共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て

行
な
う
も
の
で
あ
り
、
今
年
度

も
生
活
に
困
っ
て
い
る
家
庭
や

恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に
明
る
い

正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
援
助

す
る
も
の
で
す

の
で
、
ご
理
解

の
う
え
運
動
に
協
力
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

市
内
長
富
の
農
業
松
川
一
男

さ
ん
（
六

一
）
ー
写
真

左
什
は

こ
の
ほ
ど
社
団
法
人
「
大
日
本

農
会

（秋
元
真
次
郎
会
長
）
」
 

か
ら
農
事
功
労
者
と
し

て
「
緑
 

白
綬
有
功
章
 

」
を
受
け
、
 

十

一
月
二
十

二
日
、
同
会

総
裁
高
松
宮

殿
下
よ
り
授

与
さ
れ
ま
し

た
。
 

松
川
さ
ん

は
、
父
子
一
一

代
に
わ
た
っ
 

▽
実
施
主
体
 
五
所
川
原
市

支
会
お
よ
び
支
所
分
会

（運
動

終
了
後
は
事
務
局
に
ご
報
告
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
）
 

▽
配
分
は
 
支
所
に
あ
っ
て

は
、
各
支
所
分
区
に
お

い
て
実

施
し
ま
す
。
 

「
 
田

大
火
に
 

一

一
 
十
ニ
万

三
千
余

円
」
 

さ
る
十
月
二
十
九
日
に
発
生

し
た
山
形
県
酒
田
市
の
大
火
で

日
赤
五
所
川
原
地
区
、
分
区
は

被
災
者
の
救
援
金
を
受
付
け
し

ま
し
た
が
、
市
民
の
間
か
ら
あ

わ
せ
て
十
二
万
三
千
二
百
二
十
 

託
を
う
け
て
種
モ
ミ
の
試
験
栽

培
を
続
け
、
水
稲
の
耐
冷
品
種

の
育
成
な
ど
、
優
良
品
種
の
改

良
に
協
力
し

て
き
ま
し
た
。
 

亡
く
な
っ
た
父
寿

一
さ
ん
に
 
 

四
円
の
温
か
い
救
援
金
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
 

救
援
金
を
寄
せ
ら
れ
た
団
体

個
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

五
農
J
R
c
（
浜館
量
子
代

表
）
、
大
和
山
五
所
川
原
地
区

青
年
会
、
市
立
第
三
中
学
校
、
 

市
立
七
和
高
校
、
稲
垣
中
学
校

生
徒
会

（川
崎
て
る
よ
会
長
）
 

市
立
七
ッ
館
小
学
校
、
ゴ
ル
フ

球
和
会

（増
田
桓
一
会
長
）
、
 

栄
町
堀
内
弘
悦
さ
ん
、
五
所
川

原
高
校
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

（坂
本
庸
一
会
長
）
 

nー
 

状
は
に

月

J
 

ノ
 

気

日
ま
で
に
レ

小
包
は

1
2月
1
5日
ま
で

年
末
の
小
包
は
混
雑
し
ま
す
。
 

次
い
で
二
回
目
の
受
章
で
、
今

年
は
県
内
で
た
だ
ひ
と
り
の
受

章
。
現
在
、
県
農
事
懇
談
会
の

幹
事
も

つ
と
め
て
い
ま
す
。
 
 

年
内
配
達
ご
希
望
の
小
包
は
、
 

1
2月
1
5日
ま
で
に
お
出
し
下
さ
 

年
賀
状
は
、
 
 
1
2月
1
5日

か
ら

引
受
け
が
始
ま
り
ま
す
。
 

1
2月
1
9日
の
日
曜
日
は
、
年

賀
状
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
 

郵
便
番
号
、
あ
て
名
は
正
し

く
（
番
地
・
棟
番
号
・
宅
番
号
 

‘
〇
〇
荘

・
同
居
人
や
お
子
さ

ん
は
〇
〇
方
等
）
お
書
き
く
だ

さ
い
。
 

な
お
、
差
し
出
し
の
際
は
、
 

「
市
内
あ
て
」
 
「県
内
あ
て
」
 

「
東
京
あ
て
」
 
「そ
の
他
あ
て
 

「
等
に
区
分
し
、
束
ね
て
お
出

し
下
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
郵
便
局
 

五
十
二
年
度
に
高
校
、
大
学

各
種
学
校
に
進
学
す
る
方
、
ま

た
、
す
で
に
就
学
し
て
い
る
方

に
対
し
、
予
約
貸
付
を
す
る
も

の
で
す
。
貸
付
の
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
 

△
修
学
資
金
 

高
校
 
三
千
円
ー
六
千
円
 

大
学
 
六
千
円
ー

一
万
二
千
円

▽
修
業
資
金
 

各
種
学
校
 
六
千
円
 

▽
修
学
支
度
金
 

高
校
、
大
学
 
四
万
五
千
円

▽
受
付
期
間
 

十
二
月
一
日
ー
十
二
月
二
十

日
ま
で
 

な
お
、
詳
し
く
は
、
市
福
祉

事
務
所
ま
で
お
問
い
あ
わ

せ
下

さ
い
。
 

母子、寡婦世帯に修学資金 

貸付の予約を受付け 
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こ
の
季
節
に
な
る
と
味
噌

ケ
沢
の
溜
池
を
は
じ
め
市
内

各
所
の
池
沼
に
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
水
鳥
で
す
。
 

雄
は
頭
頚
部
が
金
属
緑
色

を
し
、
白
色
の
頚
輪
が
目
立
 

マ
ガ

モ
 
（
ガン
カ
モ
科
）
 

っ
て
い
ま
す
。
雌
は
全
身
が

黄
か
っ
色
で
、
そ
れ
に
黒
か

っ
色
班
点
が
あ
り
ま
す
。
 

雌
に
く
ら
べ
雄
の
羽
毛
色

が
美
し
く
、
人
々
の
目
を
引

く
の
で
、
五
所
川
原
で
は
「
 

ア
オ
ク
ビ

（
青首
）
」
と
呼
 

ん
で
い
ま
す
。
 

ア
ヒ
ル
の
形
態
は
、
本
種

に
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、

マ

ガ
モ
を
原
種
と
す
る
も
の
で

す
。
 

マ
ガ
モ
に
似
て
い
ま
す
が
、
 

年
中
こ
の
土
地
に
住
ん
で
い

る
カ
モ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
カ
ル
ガ
モ
で
す
が
津
軽
で

は
ド
ロ
ガ
モ
（
泥
鴨
）
と
俗

称
し
ま
す
。
 

詳
醜
驚
か

一一
盤
誉
箕
 

★保育所（園）と募集定員 

市政についての 

行事や予定は 

脅⑤4321 

市政ダイヤル 

市
で
は
、
明
年
四
月
一
日
か

ら
保
育
所
（
園
）
に
入
所
す
る

児
童
の
申
請
を
次
の
と
お
り
受

付
け
し
ま
す
。
 

△
受
付
期
間
 

十
二
月
六
日
ー
五
十
二
年

一

月
十
日
ま
で
 

▽
受
付
場
所
 

市
福
祉
事
務
所

（
入
所
申
請

用
紙
は
、
当
所
に
あ
り
ま
す
）
 

▽
対
象
児
童
 

生
後
六
カ
月
以
上
、
就
学
前

ま
で
の
乳
幼
児
で
、
家
庭
保
育

が
で
き
な
い
次
の
（m
）ー
⑥
ま
で

の
事
情
の
あ
る
家
庭
 

▽
入
所
申
請
の
対
象
家
庭
（
 

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
基
準
）
 

①
母
親
が
家
庭
外
で
仕
事
を

し
て
い
る
た
め
、
保
育
が
で
き

な
い
 

②
母
親
が
家
庭
内
で
家
事

以

外
の
仕
事
を
し

て
い
る
た
め
保

育
が
で
き
な
い
 

③
母
親
が

い
な
い
家
庭
で
保

育
が
で
き
な
い
 

④
母
親
が
出
産
、
病
気
、
心

身
障
害
等
で
保
育
が
で
き
な
い

⑤
病
人
、
障
害
者
が
あ
り
、
 

母
親
が
看
護
に
あ
た
る
た
め
保

育
が
で
き
な
い
 

⑥
家
庭
の
災
害
（
火
災
、
風

水
害
等
）
の
た
め
、
復
旧
の
間

保
育
が
で
き
な
い
 

▽
添
付
す
る
書
類
 

①
五
十

一
年
度
納
税
通
知
書
 

（
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
 

国
税
）
源
泉
徴
収
票
 

向
）母
親
が
勤
務
し
て
い
る
場

合
は
勤
務
証
明
書
 

の
）母
親
が
出
産
、
病
気
等
の

場
合
は
母
子
手
帳
ま
た
は
診
断

書
 詳

細
に

つ
い
て
は
、
市
福
祉

事
務
所

へ
お
間
い
あ
わ
せ
下
さ

い
。
 

▽
入
所
の
決
定
は
 

家
庭
構
成
の
状
況
、
と
く
に

保
護
者
で
あ
る
母
親
の
労
働
形

態
、
家
庭
環
境
、
お
よ
び
そ
の

他
の
状
況
を
面
接
、
実
態
調
査

し
、
決
定
さ
れ
ま
す
。
 

入
所
基
準
に
該
当
す
る
児
童

が
、
保
育
所
の
定
員
を
こ
え
る

場
合
は
、
そ
の
保
育
を
要
す
る

程
度
の
高

い
も
の
か
ら
定
員
の

範
囲
内
に
お

い
て
順
次
入
所
の

可
否
を
決
定
し
ま
す
。
 

税
務
署大
ょ
轟
 

譲
渡
所
得
に

つ
い
て
 

〈
間
 
昭
和
四
十
五
年
に
父

の
死
亡
に
よ
り
相
続
し
て
あ
る
 

水
田
の

一
部
を
、
今
年
農
業
委
 

員
会
の
あ
っ

せ
ん
を
受
け

て
売
却
し
ま

し
た
が
、
聞

く
と
こ
ろ
で

は
、
昭
和
四

十
四
年

一
月

一
日
以
後
に

取
得
し
た
も

の
を
売
却
し

た
と
き
に
は
、
 

短
期
譲
渡
所

得
と
し
て
特

別
控
除
が
さ

れ
な
い
で
税

率
が
四
〇
％

と
な
っ
て
い

る
と
聞
き
ま

す
が
、
私
の
 

一
 

一
 

n
、
。
。
、

U
。，

J
n
》

J
n!
J

り
●
J
 

場
合
も
あ
っ
せ
ん
に
よ

る
特
別

控
除
は
差
引
け
な
い

こ
と
に
な

り
ま
す
か
。
 

〈
答〉
相
続
に
よ
っ

て
取
得

し
て
あ
り
ま
し
た
財
産
に

つ
い

て
譲
渡
所
得
を
計
算
す
る
と
き

の
所
得
時
期
の
見
方
で
す
が
、
 

相
続
し
た
時
で
み
る

の
で
な
く

死
亡
さ
れ
た
方
が
実
際
に
取
得

さ
れ
た
時
と
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し

て
そ
の
時
が
昭
和
四
十
三
年
十

二
月
三
十

一
日
以
前
で
あ
れ
ば

長
期
譲
渡
所
得
と
な
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
特
別
控
除
（
普
通

の
場
合

一
〇
〇
万
円
）
さ
れ
ま

す
し
税
率
も
二
〇
％
と
な
り
ま

す
。
 
（贈
与
を
受
け
た
財
産
に

つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
）
 

ま
た
、
農
業
委
員
会
の
あ
っ

せ
ん
を
受
け
た
場
合
の
特
別
控

除

（五
〇
〇
万
円
）
は
短
期
譲

渡
所
得
で
も
差
引
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
お
わ
か
り
に
な
ら
な

い
点
に

つ
き
ま
し
て
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
に
お

い
で
く
だ
さ

い
。
 

（五
所
川
原
税
務
署
）
 

べくー保育所（園）の入所児童八 

\―受付け中です52年度―-A 

所在地 保 育 所 名 定員 所在地 保 育 所 名 定員 

柳 町 五所川原保育園 1
 
6
 
6
 6
 
l
 
6
 
6
 
 

2
 
0
 
0
 
0
 2
 
0
 
0
 
 

0
 

0
  

羽野木沢 七和保育園 60 

飯 詰 若葉保育園 鎌谷町 かまや保育園 60 

鶴ケ岡 三好保育所 米 	田 津軽野保育園 90 

湊 さかえ保育所 梅 	田 梅田保育園 90 

松島町 まっしま団地呆青園 さっき町 さっき保育園 90 

川 山 中川保育所 平和町 さく ら保育園 60 

藻 川 藻川保育園 新宮団地 新宮団地保育園 60 



精
神
科
病
院

へ
の
ご
理
解
と

患
者
の
日
常
生
活
へ
の
励
ま
し

の
た
め
に
も
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

展
示
作
品
は
、
約
百
五
十
点

で
す
。
ま
た
、
会
場
に
は
、
 
「
 

家
族
精
神
衛
生
」
の
資
料
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

△
と
き
 
十
二
月
十
四
日

（
 

火
）
十
五
日

（水
）
の
両
日

△
と
こ
ろ
 
市
内
本
町
「
中

三
」
デ
パ
ー
ト
五
階
 

新 年 

名 刺 交 換 会 

‘とき 昭和52年1月1日 

午前11時から 

‘ところ 市民文化会館 

~ ・会費 1,  000円（お申 

~ し込みと同時に納入して下さ 

~晶込み締切 ) 12月20日 

~（月）まで。  市情報課 五所
I 

~ 川原商工会議所へ。 	~ 

‘．へ～、～ ~～、へ～~～、～ー”、．．、～、．、．”一一、～、一．へ～~ 

患
者
の
生
活
療
法
の

一
部
で

あ
る
作
業
療
法
に
よ
っ
て
で
き
 

た
作
品
を
、
次
の
日
程
に
よ
り

展
示
し
ま
す
。
 

縮
め
れ
ば
 

命
も

縮
む
 

車
間
距

離
 

敷
島

分
院

の
 

患
者
作
品

展
 

ー
大
雨
被
災
者
に

J
 

救
援
金

ー
 

九
月
の
台
風

一
七
号
に
よ
る

大
雨
災
害
に
対
し
、
市
民
か
ら

三
万
七
千
百
六
十
八
円
の
温
か

い
救
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

協
力
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

林
き
わ
、
五
所
川
原
区
検
察
 

庁
、
五
所
川
原
商
業
高
校
、
五
 

所
川
原
小
学
校
生
徒
一
同
 

（
敬称
略
）
 

ー

F
！・
フ
ー」
」つ
』5
1
、‘
（
」
 

ど
う
ぞ
お
忘
れ
な
く
 

一
B
 
血
，吠
・
】賢
柳
膚
．
 

市
税
、
年
内
完
納
を
 

広
報
紙
の
早

期
配

布
に
ご

協
力
願
い
ま
す
 

「
国
民
健
康
保
険
税
」
 

四
期
が
十
二
月
二
十
八
ロ
 

で
す
。
 

「
市
県
民
税
」
 

四
期
が
十
二
月
二
十
八
 

で
す
。
 

ロ
紅
響
難も
 

交
通
事
故
の
ご
相
談
は
ご
遠

慮
な
く
ど
う
ぞ
。
専
門
の
相
談

員
が
自
賠
責
、
任
意
保
険
を
問

わ
ず
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
 

社
団
法
人
 
日
本
損
害
保
険

協
会
「
青
森
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ

ー
」
 

△
と
こ
ろ
 
青
森
市
長
島
一
一

丁
目
十
ー
七
「
ヤ
マ
ウ
ビ
ル
八

階
」
 
（電
話
（
〇

一
七
七
）
⑩

一
〇
二
五
番
）
 

△
相
談
時
間
 
平
日
午
前
九

時
ー
午
後
四
時
半
、
土
曜
日
午

前
九
時
ー
正
午
 

お
急
ぎ
の
時
や
簡
単
な
ご
相

談
は
電
話
で
も
応
じ
ま
す
。
 

街を自然を美しく 
吸いがらの投げ捨てはやめましよう。 
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三種混合（百日咳、ジフテリア、破傷風） 

ワクチン接種のお知らせ 

ぐ対象者 生後6カ月から48カ月の乳幼児 

ぐ日程は 下記のとおりです 

地 区 名 
接 	種 	期 日 

場 所 時 間 
1 回目 2 回目 3 回 目 

五小学区 12月15日 1月12日 2月 9日 中央公民館 午後1時30 
~2時30 

松 	島 
松島団地 12月16日 1月13日 2月10日 中央公民館 午後1時～ 

2時 

中川毘沙門
栄・梅沢 12月17日 1月14日 2月16日 中央公民館 午後1時30 

~2時30 

三好地区 12月22日 1月19日 2月17日 三好診療所 ク 

長橋地区 12月22日 1月22日 2月23日 長橋診療所 
一
 

 午
2
 

後
時
 
時
 

七和地区 12月23日 1月19日 2月17日 七和支所 午後1時30 
~2時30 

飯詰地区 12月23日 1月20日 2月18日 飯詰支所 ク 

南小学区 12月24日 1月21日 2月24日 中央公民館 午後1時～ 
2時 

③ご注意 

’母子手帳をご持参ください。 
’当日の朝、体温をはかって来プください。 
’子供さんの体質をよく知っている万がお連れください。 
’時間が午後 1時～ 2時と 1時3(ト2時30とありますからご注意 
ください。 

お 

し 

ら 

せ 

でんわ 
(5) 1414 

生
活
環
境
 

バ
ト
ロ

ー
ル
本
部
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
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